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６．宿泊行事 

 

 宿泊行事は、１年生から各学年でおこなわれています。現在おこなわれている宿泊行事の多く

が、１９７０年ごろから始められたもので、そこから４０年以上続いているということになりま

す。歴史の積み重ねに甘んじることなく、現在も毎年試行錯誤を繰り返しながら、さらによいも

の作り上げていくための努力を行事検討委員会を中心に続けています。 

 

多くの宿泊行事は学年単位でおこなわれていますが、「雪の学校」は、３年生から６年生まで

の子どもたち全員が参加するという、他では類を見ない大きな行事です。 

子どもたちは、６年間の宿泊行事の中で、日常生活では味わえない体験や出会いを通して、「協

力して生活する力」「協力してやり遂げる力」「責任を果たす力」を学ぶとともに、多くの感動

を経験します。 

６年間の宿泊行事でともに喜びを分かち合い、困難を乗り越えてきた経験は、自身の生活力と

してだけでなく、どんな場でも他者と協力して生活していけるという、いわば「生きる力」とし

て実を結んでいきます。 

 

◎各学年宿泊行事 

 1 年  なかよしキャンプ（清里） 2 泊 3 日   

 2 年  農漁村の生活（館山） 春:1 泊 2 日 秋:2 泊 3 日   

 3 年  山の生活（黒姫） 3 泊 4 日 雪の学校（黒姫） 4 泊 5 日 

 4 年  山の生活（高遠） 3 泊 4 日 雪の学校（黒姫） 4 泊 5 日 

 5 年  海の生活（平戸） 5 泊 6 日 雪の学校（黒姫） 4 泊 5 日 

 6 年  洋上小学校（日本近海） 8 泊 9 日 雪の学校（黒姫） 4 泊 5 日 

 

なかよしキャンプ（１年）２泊３日 

きょうはペンダントをつくりました。すっごくたのしかったです。てんとうむしグ

ループはななにんいます。わたしはひとりでねられないけど、がんばってねてみよう

とおもいます。 

 

 

 

きょうはかわへいきました。かわがつめたすぎてはやくあるけませ

んでした。さかなはいませんでした。あといしをひとつもってかえり

ました。ふくがいっぱいぬれました。 
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農漁村の生活（２年）春１泊２日 秋２泊３日 

春の日記 

今日は、さつまいものなえをうえました。はっぱを土の上

に出してくきを下にしてうえます。１年生がよろこんでくれ

るとうれしいので、大きいさつまいもができるといいな、と

おもいながらうえました。みんなにまけないぐらいのさつま

いもをとりたいです。パートナーさんまっててね。 

 

秋の日記 

フィールドワークに行ってきました。花クラブという花のうかに行きました。ポピーのたねはこしょ

うみたいでした。こしょうくらい小さいたねがあんなに大きくなるのがびっくりです。 

 

すずきさんののう家にさつまいもとらっ花生をしゅうかくに行きました。らっ花生は、はっぱをぜん

ぶまとめてぬきます。かたいので立ってぬきます。おいもは、ちょっと手でほってからぬきます。はや

くおうちにもってかえって、おかあさんとおとうさんとおりょうりをしたいです。 

 

山の生活（３年）３泊４日 

登山から帰ってきました。とちゅうにたきがありました。苗名滝です。水がたくさんとんできまし

た。 

「気持ちいい。」 

と言いました。なぜなら、山を登って、とてもあせをかいていたか

らです。 

「ここまでとどくんだ。」 

自然はふしぎでした。 

 

今日は、はじめて野外調理をして、切ったり、かわをむいたりが

できました。でも、たまねぎのかわをむくときに、たまねぎが目にしみて、もうなみだが出そうでし

た。切るのが終わっても、まだ目がひりひりしていました。  

 

山の生活（４年）３泊４日 

今日は、山の生活１日目です。きのうの夜はねむれない

ぐらい楽しみでした。バスで３時間かけて着いたのは、長

野県高遠です。東京都とは全くちがい、自然がたくさんあ

って、人がいなくて、とてもすてきな所でした。今日登る

のは東尾根。たく山のきゅうな坂。土のにおい。それか

ら、山でしか見られない景色。私にとっては、とても最高

な場所でした。そして、夜はテント泊があります。今はね

ぶくろをしいて日記を書いています。明日はメインの守屋

山を登ります。たく山ねて明日にそなえたいと思います。 
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海の生活（５年） ５泊６日 

今回の遠泳は、最初で最後のものになると思います。だから、

バディの友達とリーダーと完泳できるようにがんばろうと思

いました。浜に向かう時、人津久の浜がいつもより近く感じま

した。 

 今日は遠泳本番です。遠泳を始めたときに「もう完泳でき

る」と感じました。 

 しかし最初から波があり、息がみだれてしまいました。リー

ダーが、「ブクブク、パッ。ブクブク、パッ。」と、リズムを

とってくださって、息が落ち着きました。その後は、スムーズに楽しく泳げました。 

私は、はじめは海の塩辛い水がのどに入ってあわててしまうだろうなと思って、海がこわかったです。で

も、日に日に海が優しくなっていってくれていると、今、気付きました。海、ありがとう。そして、完泳お

めでとう。 

 

洋上小学校（６年）８泊９日 

（前略） 

 洋上小学校最終日の午後、東京の竹芝が見えてきました。な

ぜかこの船から下りたくなくて、あまり東京の陸地を見たくな

いくらいでした。自分がこんな思いになるとは、洋上小学校前

には思いもしませんでした。何よりもすばらしい船員さんたち

に会うことができたのがいちばん貴重な経験でした。下船式で

は航海士さんと抱き合い、悲しかったです。でも僕は今回船員

さんにしか教えてもらえないことを教わりました。たくましく生きる力と努力を忘れずに、ここをスター

ト地点として優しい船員さんのような人になりたいと強く思った最高の８泊９日間でした。 

 

雪の学校（３～６年）４泊５日 

雪の学校が終わりました。来年は最上級生だなと思ったので６年

生の動きを見ていました。 

 机運びや乾燥室の整理の仕事を率先していた。机をどこに置く

かなど、皆に指示をしていた。 

 食缶運びで一番重い物を持ってくれた。 

 下級生に積極的に話しかけていたり、遊んだりしていた。 

 ひとりぼっちの子が出ないように、みんなに男女問わず話しかけていた。 

 ３年生の布団を運んであげていた。 

 急いで自分の布団をたたみ、下級生の布団をたたむ手伝いをしていた。 

 掃除をすぐに始めていた。 

 ３・４年生が大変なとき「いいよ、やるよ。」といい手伝ってあげていた。 

 

ぼくも来年は 6 年生です。がんばります。 

 


